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昔は ウナギの海水適応機構
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（イオントランスポーター中心）



本業 DDBJの集めた公共NGSデータの検索サイト運用

http://sra.dbcls.jp/





生命科学分野における 
データベース



現状：NCBIのデータベースと登録数



現状：塩基（≒遺伝子）データの登録量

http://www.ddbj.nig.ac.jp/breakdown_stats/dbgrowth-e.html#dbgrowth-graph



科学技術連携施策群 生命科学の基礎・基盤 補完的課題 生命科学データベース統合に関する調査研究（H19）

生命科学分野のデータベースの歴史
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NLM (Natl. Lib. of Med.) 情報・システム研究機構 

国立遺伝学研究所

EMBL (European Mol. BIol. Lab.)
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(Int’l Nucleotide Seq. DB Collab.) ROIS

公共データベース ≒ INSDC



日々 生まれるデータベース

Nucleic Acids Research

年に一度の Database Issue と Web Server Issue

The 2016 Nucleic Acids Research Database Issue is the 23rd annual 

collection of descriptions of various molecular biology databases. It 

includes 178 papers, of which 62 describe newly created databases 

(Table 1), 95 papers provide updates on databases that have been 

described in the previous NAR Database Issues and 17 contain updates 

on databases whose descriptions have previously been published in 

other journals (Table 2).



PubMed：生命科学文献検索サービス
主要な生命科学データベース1：

PubMed(詳細画面) 論文PDF

Abstract 
（要約）を収録

リンク



PubMed：生命科学文献検索サービス
主要な生命科学データベース1：

http://pubmed.gov/
（本当は http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/ ）

・NIHの図書館部門 (National Library of Medicine) が 
　生命科学系の雑誌記事を収集
・メインは1950年代～（さかのぼって登録中）
・現在、2600万件（増加中）

1879：NLMがIndex Medicusを出版（月刊の論文索引集）
1960：コンピューター化＝MEDLARS
1965：検索サービススタート（郵送ベース）
1971：オンライン化：MEDLINE（MEDLAR Online）

参考：https://ja.wikipedia.org/wiki/MEDLINE

1996：インターネットで無料で検索：PubMed（Public MEDLINE）

・PubMed はAbstだけだが、15%は全文がPMCで閲覧可能

http://pubmed.gov
http://ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/


BLAST：類似遺伝子検索ツール
主要な生命科学データベース2：

DNA/タンパク質配列を入力
↓

データベース中から 
・配列の類似したエントリ 
・その類似度         などを表示



BLAST：類似遺伝子検索ツール
主要な生命科学データベース2：

データベース 検索システム

GenBank
EMBL
DDBJ

BLAST

MEDLINE

塩基配列

文献

登録

登録



なぜ公共データベースに 
データが集まるのか?



http://www.nature.com/authors/policies/availability.html

投稿規定での要求



科研費公募要領より

Funding Agencyからの要求

日本でも

米 NIH

参考：NIH Data Sharing Policy: https://grants.nih.gov/grants/policy/data_sharing/

To facilitate data sharing, investigators submitting a research application requesting 
$500,000 or more of direct costs in any single year to NIH on or after October 1, 2003 
are expected to include a plan for sharing final research data for research purposes, or 
state why data sharing is not possible.



データのオープン化へのインセンティブ
・自分の論文が掲載される = 研究者の究極の目的
・自分のデータが使ってもらえる、論文が引用される

昔：データの囲い込み（ジャイアニズム）
今：オープンにした方がプレゼンスが上がる 
　　（世の中を動かせる）

・研究費がもらえる → 次の成果へ

・付加価値の付与
データを登録することでウェブツールで解析可能に
他のデータベース、ツールとのリンク・連携



研究のプレゼンスの例（研究の再現性）



データのオープン化の課題



データをオープンにする手段

・公共データベースに登録

・自分でデータベースを作成して公開

・データジャーナルにsubmit

・機関レポジトリを利用

(Scientific Data, GigaScience, …)



データのオープン化に求められるもの

・データを参照するしくみ
アクセッション番号（登録ID、文献ID、…）
DOI
URL などなど

・永続性

・維持費用

2000

2010

Japan's Gov't

Big projects

Project completion

Japan's Gov't

Rescue

DBs, tools

3yrs
×3

5yrs
×2

¥

¥

¥

¥

¥

¥

DB archive/Integrated DB



インセンティブの面から見たオープン化

・自分の論文が掲載される = 研究者の究極の目的
・自分のデータが使ってもらえる、論文が引用される

昔：データの囲い込み（ジャイアニズム）
今：オープンにした方がプレゼンスが上がる 
　　（世の中を動かせる）

・研究費がもらえる → 次の成果へ

研究者 出版社
機関 

レポジトリ



リスペクトするしくみを！
・データを参照する ＝ リスペクトする
・参考例：計算機資源の提供（遺伝研のスパコン）

・使われている感があれば予算につながる???



データのオープン化の弊害
ヒト疾患研究

・データの解像度がよくなりすぎて、 
　個人が識別できるレベルに
・稀有な疾患だと、その患者という 
　だけで個人が特定されかねない
→ ヒトデータ用のデータベースを用意。 
　 Controlled Accessで
世界的にはGA4GH (Global Alliance for  
 Genomics and Health) で議論
(Data WG, Security WG, Clinical WG,  
 Regulatory and Ethics WG)

生態学・博物館
希少な動植物の採集地を見ての乱獲

小型甲虫の台紙貼り標本とラベルの基本的な作り方と注意点（丸山宗利） 
九州大学総合博物館研究報告 No.12 21−32 (2014)

→ 市町村・地名、緯度経度高度は書かない。 
　 DB中では隠すでなく消しておく

https://trace.ncbi.nlm.nih.gov/Traces/sra/



研究現場のデータの現状
← せっかくの宝の山も
持ち腐れに↓

カタツケていきましょう


